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夏休みが始まります。事故や怪我のない充実した休みにして欲しいと思います。3者懇
談や学年集会での担任の先生や学年主任の先生の話をもう一度思いおこしてください。何
をするのかと同時に、どれだけできるかが、「自分の道」探しに大切だと思います。頑張
りましょう。

物 ござい

名を超える保護者のみなさんの協力によっ
て、23，240kgの有価物を集めるこ
とができました。これは昨年より2，00
0kg多かったです。午前中雨が降り、天
候が危ぶまれましたが、2年生の女子がて
るてる坊主を作ってくれたことも幸いして
か実施できました。この収入は11月の合
唱祭の輸送費に使われます。来年への反省
も生かしていきたいと思います。ありがと
うございました。

粁月に地区懇談
会がおこなわれ、多くの保護者、地区担当教師が
参加しました。地域での中学生の生活の様子（自
転車の乗り方、河原での花火や爆竹、中学生のあ
いさつが良くなったこと、その他生徒指導に関す
ること等）、学校でのいじめ対策についての質問や、
部活動の朝練、夕練に対応できるバスの運行に対
する要望などたくさんのご意見をいただきました。
学校としても各意見や要望に対して、できるだけ
の努力をしていきます。

をしっかり
学

まず第一に「鍛錬」が上げられます。歴
史をひもとくとおよそ40年の伝統があ
ります。「きびしい訓練や修養を積んで、
心身を強くきたえること」の思いを込め
て先輩たちがはじめた鍛錬が最近伝わっ
てこない場面を目にします。「もう一歩、
だめだと思ってももう一歩」。道ばたで協
力してくれている保護者の方にも感謝の
思いを込めて、自分との勝負をして欲し
いと思います。　がんばれ　敷中生！


